
青梅市立今井小学校

関 愛香音さん（6 年）
青梅市立第三小学校

乙訓 惟莉さん（3 年）

青梅市立第五小学校

福田 莉世さん（6 年）

青梅市立新町中学校

松永 晄季美さん（2 年）

青梅市立西中学校

望月 果歩さん（2 年）

青梅市立西中学校

久保田 暖瀬さん（2 年）

令和 4 年度明るい選挙ポスターコンクールは、小学生の部

84 点、中学生の部 78 点、合計 162 点の応募があり、その

中から 6 名の作品が青梅市審査賞に選ばれました。

また、「青梅市立今井小学校」と「青梅市立西中学校」が、

東京都から感謝状贈呈校に選ばれました。

中

学

生

の

部

今年も

たくさんの応募を

お待ちしております！

小学生の部

★令和４年度明るい選挙ポスターコンクール 青梅市審査賞★



出前講座 「選挙のはなし～届け、魂の一票」

令和 4 年１１月２２日（火）都立青梅総合高校において、新有権者となる高校 3 年生

（約２２0 名）を対象に出前事業を実施。

若年層への啓発

出前講座と共に

模擬選挙も実施！

若者のための制度を作

るためには若者が選挙

に参加しなければいけ

ないこと

自分がまだ選挙についてあま

り知らないことに気づいたの

で、もっと学ぼうと思った

改めて選挙の大切

さがわかった。 1票の重みを知ったのでこれ

からも選挙に参加したい。

選挙について詳しく知れたの

で 18 歳になって初めて選挙に

行く時に、この知識を役立て

ようと思った。

「
１
票
を
支
え
る
人
々
」

鈴
木

重
一

選
挙
に
初
め
て
立
会
人
と
し

て
参
加
し
朝
６
時
に
投
票
所
に

行
き
ま
し
た
が
、
も
う
職
員
の
方

が
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
７
時

に
投
票
が
開
始
さ
れ
、
１
３
時
間

投
票
が
続
き
ま
す
。
職
員
の
方
は

コ
ロ
ナ
対
策
を
し
な
が
ら
高
齢

者
の
方
や
車
椅
子
の
方
に
き
め

細
や
か
に
投
票
を
手
助
け
し
て

い
ま
し
た
。
午
後
気
温
が
３
０
度

を
超
え
、
熱
中
症
の
危
険
も
出
ま

し
た
が
、
水
分
を
と
り
頑
張
っ
て

い
ま
し
た
。
２
０
時
の
終
了
が
き

て
開
票
所
へ
無
事
投
票
箱
を
届

け
、
私
の
一
日
が
終
わ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
開
票
所
は
夜
通
し

作
業
が
続
く
の
で
し
ょ
う
。
今
迄

何
気
な
く
１
票
を
投
票
し
て
い

ま
し
た
が
、
そ
の
１
票
を
多
く
の

人
が
支
え
て
い
て
下
さ
っ
た
の

が
分
か
り
ま
し
た
。

明
る
い
選
挙
推
進
運
動

功
労
者
表
彰
！

長
年
に
わ
た
る
明
る
い
選

挙
推
進
活
動
へ
の
功
績
を
称

え
る
明
る
い
選
挙
推
進
運
動

永
年
功
労
者
表
彰
が
今
年
度

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

青
梅
市
か
ら
は
２
名
の
青

梅
市
明
る
い
選
挙
推
進
委
員

の
方
が
１
０
年
、
２
０
年
そ
れ

ぞ
れ
に
該
当
し
た
た
め
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

●
表
彰
者
（
敬
称
略
）
●

永
年
公
労
者
表
彰
（
１
０
年
）

東
青
梅
地
区

濱
中

貢
一

永
年
功
労
者
表
彰
（
２
０
年
）

東
青
梅
地
区

須
崎

イ
セ

立
会
人
を
経
験
し
て
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令和4年度参議院選挙投票率 令和元年度参議院選挙投票率

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

会
長

坂
口

芳
文

選
挙
管
理
委
員
会

委
員
長

川
鍋

信
夫

参議院議員選挙 年代別投票率

全体の投票率 52.72 % 全体の投票率 49.64 %

四
市
共
催
明
る
い
選
挙

推
進
委
員
研
修
会
の
歴
史

令
和
四
年
度
に
「
四
市
共
催
明
る
い
選
挙
推

進
委
員
研
修
会
」
に
青
梅
市
も
参
加
し
、
五
市

共
催
の
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。
今
年
度
に
開

催
さ
れ
た
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
４
ペ
ー
ジ
に

記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
一
読
頂
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
も
有

り
、
参
加
人
数
が
小
人
数
に
限
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
は
少
し
残
念
で
し
た
。

さ
て
、
五
市
共
催
と
な
る
以
前
の
四
市
共
催

に
至
る
歴
史
を
簡
単
に
振
り
返
っ
て
み
た
い
と

思
い
ま
す
。
昭
和
五
十
四
年
か
ら
五
十
六
年
ま

で
福
生
市
と
昭
島
市
共
同
で
二
市
共
催
が
始
ま

っ
た
の
が
、
原
点
の
よ
う
で
す
。

昭
和
五
十
七
年
に
市
制
と
な
っ
た
秋
川
市
が

加
わ
り
、
福
生
・
昭
島
・
秋
川
市
で
三
市
共
催
と

な
り
ま
し
た
。

平
成
四
年
に
三
年
に
市
制
と
な
っ
た
羽
村
市

が
加
わ
り
、
四
市
体
制
と
な
り
ま
し
た
が
、
平
成

七
年
に
秋
川
市
と
五
日
市
町
が
合
併
し
、
あ
き
る

野
市
が
誕
生
し
、
最
終
的
な
四
市
共
催
の
形
態
が

整
っ
た
よ
う
で
す
。

選
挙
イ
ヤ
ー
に
向
け
て

衆
院
選
に
お
け
る
「
一
票
の
格
差
」
の
是
正

に
向
け
て
の
公
職
選
挙
法
の
改
正
が
、
紆
余
曲

折
を
経
て
、
漸
く
昨
年
暮
れ
に
施
行
さ
れ
ま
し

た
事
は
、
大
変
喜
ば
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
最
近
「
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
」

と
の
記
事
を
良
く
目
に
し
ま
す
。
自
治
体
、
国

家
の
か
じ
取
り
役
を
担
う
議
員
の
皆
様
に
は
、

常
に
襟
を
正
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
沿
っ

た
活
動
を
展
開
し
て
頂
き
た
い
と
感
じ
る
と
こ

ろ
で
す
。

当
市
で
は
、
本
年
度
、
春
に
は
市
議
会
議
員

選
選
挙
、
秋
に
は
市
長
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
借
用
す
る
よ
う
で
す

が
、
明
推
協
の
皆
様
と
は
、
不
偏
不
党
の
立
場
に

立
ち
、
よ
り
公
正
な
選
挙
を
目
指
し
、
タ
ッ
グ
を

組
み
一
歩
前
へ
を
合
言
葉
に
臨
ん
で
行
き
た
い

と
こ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
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吉
田

昌
之

太

字

は

編

集

委

員

長

し ろ ば ら 編 集 委 員

編
集
後
記

５
市
共
催
明
る
い
選
挙

推
進
員
研
修
会

令
和
４
年
度
よ
り
昭
島
市
・
福
生
市
・
羽

村
市
・
あ
き
る
野
市
の
４
市
で
開
催
さ
れ
て

い
た
明
る
い
選
挙
推
進
委
員
研
修
会
に
青
梅

市
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
５
市
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
会
は
、
杏
林
大
学
総
合
政

策
学
部
小
暮
健
太
郎
教
授
に
よ
る
「
杏
林
大

学
に
お
け
る
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
に
つ
い

て
」
を
題
材
に
実
際
に
杏
林
大
学
で
実
際
に

行
わ
れ
て
い
る
啓
発
活
動
等
を
お
話
し
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
会
で
は
小
暮
教
授
の
研

究
室
に
所
属
す
る
学
生
さ
ん
が
３
名
も
参
加

し
て
く
だ
さ
り
、
普
段
な
か
な
か
く
聞
く
こ

と
が
で
き
な
い
大
学
生
の
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
❘
１
９
と
命
名
さ
れ
た
コ
ロ
ナ
は

今
だ
に
衰
え
る
こ
と
な
く
変
異
に
変
異
を
重
ね
、
感

染
の
脅
威
は
今
も
残
り
続
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

出
現
当
時
あ
れ
ほ
ど
充
満
し
て
い
た
畏
怖
感
も
今

は
薄
れ
、
過
去
の
社
会
生
活
を
取
り
戻
す
動
き
に
舵

が
き
ら
れ
始
め
て
い
ま
す
。
さ
て
そ
の
中
で
、
本
年

は
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
当
た
り
、
我
々
の
生
活
に

今
後
身
近
と
な
る
諸
氏
に
新
た
な
４
年
間
を
託
す

選
挙
年
と
な
り
ま
す
。
周
知
の
と
お
り
、
１
８
歳
か

ら
投
票
権
が
付
与
さ
れ
、
一
部
成
人
の
扱
い
を
も
受

け
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
若
年
齢
層

の
投
票
率
は
ど
の
選
挙
に
お
い
て
も
低
空
飛
行
が

現
状
で
す
。
年
齢
と
い
う
集
団
で
考
え
れ
ば
若
年
齢

層
の
も
つ
意
見
は
そ
れ
だ
け
で
意
義
を
持
つ
は
ず

で
す
。
周
囲
に
少
し
で
も
関
わ
り
あ
う
意
識
を
投
票

に
生
か
し
て
も
ら
え
ば
、
偏
り
の
な
い
社
会
を
築
い

て
い
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

い
よ
い
よ

地
方
選
挙
の
年
！


